猓鵝ョン 


本装置用に用意されている各種オプションの取り付け • 取り外しの手順や作業を行う際の注意事項につい 
て説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設定を変更する必要がある場合があります。この章で 
システム BIOS、SCSI BIOS (外付けの SCSI 機器用）のユーティリティについて操作方法や注意事項を説明 
します。 


内蔵オプションの取り付け(—154ページ） . 

システム BIOS コンフィグレーション（—189ページ) 

SCSI BIOS コンフィグレーション（—215ページ）…. 

RAID BIOS コンフィグレーション（—222ページ）…. 

リセットとクリア（—224ページ） . 

割り込みライン(—228ページ） . 


オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の準備ができるまでの手順およびオプションデバ 
イスの取り付け（または取り外し）の手順について 
説明しています。 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入 
出力に関するコンフィグレーションについて説明 
しています。 

Adaptec SCSISe / ect ユーティリティを使った 
SCSI BIOS に関するコンフィグレーションについ 
て説明しています。 

オプションのディスクアレイコント□ーラボード 
を搭載し、ディスクアレイ （ RAID ) を構築する際 
の注意事項について説明しています。 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア 
方法について説明します。 

割り込み設定について説明しています。 
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内蔵オプションの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

n -〇 參オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となりま 
す0 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい 0 





A\ 

A® 

® ⑩ 

0c 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 


A\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

A A 

0 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 〇 S のシャットダウン処理を行う。 

2. セキュリティキーでフロントぺゼルの 
ロックを解除して、フロントべゼルを取 
り出す。 



セキュリテイロック 


3. POWER スイッチを押して本装置の電源 
を〇 FF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）に 
する。 

4. 本装置に接続しているすべてのケープル 
および電源コードを取り外す。 

以上で完了です。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライバとマイナスドライ 
パが必要です。用意してください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にすると誤動作の原因 
となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。冷却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してくださ 
い0 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面には、約 25.4 mm (1 インチ)厚のハードディスクドライブを搭載することができ 
るハードディスクドライブベイがあります。 

ハードディスクドライブは専用のドライブキャリアに搭載された状態で購入できます。ま 
た、ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 

n -〇 參弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクドライブだけでな 
く本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください(2005年 
10月現在)。 

一 N 8150 -165(36.3 GB 、 1 5000 rpm , Ultra 32 0) 

一 N 8150 -172 (73.2 GB 、1 5000_、 Ultra 32 0) 

• ディスクアレイを構築する際は、 RA 旧レベルを RA 旧5に設定してください。また 
RA 旧5を構築するためには八ードディスクドライブが3台必要です。 

• 搭載するハードディスクドライブはすべて同じ容量で同じ回転数のものを使用してくだ 
さい0 


SCSI ID について 


ハードディスクドライブベイには最大で6台のハードディスクドライブを搭載することがで 
きます。搭載するス□ットによってハードディスクドライブの SCSI D が固定で決められて 
います。下図を参照してください。 


SCSI IDO* 


SCSI ID3 



標準で 36.3 GB のハードディスクドライブを2台搭載しています。 

ハードディスクドライブを搭載していないハードディスクドライブベイには夕'ミースポンジ 
が入っています。夕'ミースポンジは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。ハード 
ディスクドライブを搭載しない場合には夕'ミースポンジを取り付けてください。 
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取り付け 


次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも 
同様の手順で行えます。 


I ■: ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うこ 

| rE > fi とができます。 

I M -0 搭載する八ードディスクドライブはすべて同じ容量で同じ回転数のものを使用してくださ 
ぃ 。 

1. 156ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 SCSI ID 番号の小さい順に取り付けてください。 SCSI ID はス 
□ットの位置で決まっています。 


3. ダミースポンジを取り外す。 

ハードディスクドライプが取り付けられ 
ていないス□ットに取り付けられていま 
す。 



ダミースポンジは大切に保管しておい 
てください。 
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5. ドライブキャリアと八ンドルをしっかり 
と持ってス□ットへ挿入する。 



w-Oi® 

• ハンドルのフックがフレームに当てるまで押し込んでください。 

• ドライブキャリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 

6. ハンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


|ハンドルとドライブキヤリアに指を挟まないように注意してください。 

I! I チェック I 

I 押し込むときにハンドルのフックがフレームに引っかがっていることを確認してください。 

7. 本装置の電源を〇 N にして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Disk 」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライプを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がクリアされるた 
めです。 
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DISK ランプ 


1.156 ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押してロックを解除し、ハンド 
ルを開く。 



8. 取り外したフロントべゼルを取り付け フレーム 



取り外し 

次の手順でハードディスクドライブを取り外します。 

^ ハードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハードディスクドラ 
イプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあらかじめ確認してください。 
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3. 八ンドルとドライブキャリアをしっかり 
と持って手前に引き出す。 

4. ハードディスクドライプを取り外したま 
ま本装置を使用する場合は、空いている 
スロットにダミートレーを取り付ける。 


5 . 本装置の電源を〇 N にして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Drive 」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がクリアされるた 
めです。 

6. 取り外したフロントぺゼルを取り付ける。 


ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しい 
ハードディスクドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状 
態に戻すことのできるオー トリ ビルド機能を使用することができます。 

オートリ ビルドは、故障したハードディスクドライブをホッ ト スワップ(電源〇 N の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。 オートリ ビルドを行っている間、ハード 
ディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯して オートリ ビルド 
を行っていることを示します。 

n-O • オートリビルドに失敗すると、ハードディスクドライブにある disk ランプがアンバー 
emm 色に点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実 

行してください。 

參ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I -ールしている場合は次のような表示や動 
作をすることがありますが、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクドライブの DISK ランプがアンバー色に点灯していなければ、オートリビルド 
は正常に行われています。 



オートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される 0 
オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 





才ートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FR こしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点灯しています）。 
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電源ユニット 


万一、電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す(冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 
1. 156ページを参照して準備する。 


iw-on 

|必ず電源 


を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 


2. プランクカバーを取り外す。 

右図のよラにレバーをつまんで取り外し 
てください。 



|取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 
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3. 電源ユニットを差し込む。 




I w-Oi® 

電源ユニット接続端子部分には触れないでください。 

4. とつ手をにぎり、しっかりと押し込む。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 
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5. 電源コード (2 本)を接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源 ユニッ トに添付されていたコードを使 
います。コードを接続すると AC POWER 
ランプが点滅します。 


AC POWER ランプ 



6. 本装置の電源を ON にする。 

AC P 〇 WER ランプが点灯します。 


7. STATUS ランプに電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認する。 

AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直してくださし、 
それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 



正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 


■： 本装置の電源ユニツトを冗長構成 (2 台で運用）にしているとき、そのうちの1台が故障した 

場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）に故障した電源ユニツトを交換できます（次の手 
- 順1をとばしてくださし、）。 


1. 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯)で故障してい 
る電源ユニットを確認する。 


2. 故障している電源ユニットの AC コードをぬく。 


3. 電源ユニットのとっ手をにぎり、レバー 
を押さえながら手前に引く。 

4. 電源ユニットを取り外す。 



，① 


5. 電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順4で取り外した 
カバーを取り付ける。 


w-OB® 

装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラン 
クカバーを取り付けてください。 

6. 「取り付け」の手順5〜1◦の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換したときは、電源 
ユニット P 〇 WER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続するとランプが点滅し、電源を〇 N にすると点灯します）。 
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本装置(ラックからの引き出し) 


ハードディスクドライブと電源ユニットの除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装 
置をラックから引き出した状態で行います。 



△注意 


A\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

參複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

Q 


1. 156ページを参照して準備する。 

2. セキュリティロックを解除してフロント 
べゼルを取り外す。 



3. 前面のセツトスクリュー2本をゆるめ セットスクリュー 

る。 

4. ハンドルを持ってゆっくりと静かにラッ 
クから引き出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 


ハンドル 



ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、ラッチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないように注意してください。 
































ドライブカバー 

ファンの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはドライブカバーを取り 
外します。 


取り外し 


1. 156ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックがら引き出す （168 ぺージ参 

照)。 

3. ドライブカバーにあるロックボタンを押 
しながら装置前面へスライドさせる。 

4. ドライプカバーを持ち上げて本体がら取 
り外す。 



取り付け 


ドライブカバーを取り付けるときは、ドラ 
イブカバーのタブが本体 フレームに 確実に 
差し込まれていることを確認して、ドライ 
ブカバーを背面へスライドさせてくださ 
い。ドライブカバーを本体背面に向かって 
スライドさせると「カチッ」と音がしてドラ 
イブカバーがロックされます。 
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ロジックカバー 

DIMM および、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは口 
ジックカバーを取り外します。 


取り外し 


1. 156ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （168 ぺージ参 

照)。 

3. ロジックカバーの背面にあるセットスク 
リューをゆるめ装置背面へスライドさせ 
る。 

4. ロジックカバーを持ち上げて本体から取 
り外す0 



取り付け 


ロジックカバーを取り付けるときは、口 
ジックカバーのタブが本体フレームに確実 
に差し込まれていることを確認して、口 
ジックカバーを前面へスライドさせてくだ 
さい。最後に背面にあるセツトスクリュー 
を固定してください。 
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DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り 

付けます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あります。 

I ■： メモリは最大 4 GB まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が必要）。出荷時には 、 DIMM 

#7と#8に 512 MB の DIMM を搭載しています。 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は155ページで詳しく説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれがあります。また、こ 
れらの製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
す0 


D 旧 M の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の大きい順に DIMM 容量の小さいものから2枚単位で増設します。 
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n-O インタリーブ装置であるため、 Bank 単位”に2枚の DIMM を増設してください。1つの 

Bank 内に異なる仕様 #2 の DIMM を実装すると正常に動作しません。 

*1 巳 ank 単位とはイラストで示す#1と#2、#3と#4、#5と#6、#7と#8でそれぞれ1 
単位です(記号はマザーポード上にも印刷されています)。 

*2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されています。 

(例） 400 MHz -巳 ufferred • 512 MB • □ウアドレス12ビット • カラムアドレス 


10ビット • Single side の場合 
400 / 巳 / 512 / R 12 CIO S 

Single Side 
カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス12ビット 

容量 

Bufferred 

周波数 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

I H -〇 本装置では、 Low - profile (ロープ□ファイル： D 旧 M ポードの高さが 30 mm ( l .2 インチ） 

以下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外(それ以上高い) DIMM はサボー 
卜していません。 

1. 156ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （168 ページ参照)。 

3. ロジックカノ '{一を取り外す （ 170ぺージ参照)。 

4. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 



• DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するための切り欠きが 
あります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや端子部分を破損する 
おそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 
















5. 手順 1 〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニューを選択し、増設した DIMM のステータス 
表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する （ 199ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

J \- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

ゾ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示される エラー メッセージを 
[|5^] 確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 

1. 156ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックがら引き出す （168 ぺージ参 

照）〇 



3. ロジックカバーを取り外す （17 ◦ページ参 

照）〇 


4. 取り外す D 旧 M のソケットの両側にある 
レバーを左右にひろげる。 


ロックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 


5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した 
DIMM のエラー情報をクリアする （199 ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 
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PCI ポード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード (2 種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができます 
(合計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 



• PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから PCI ポードを取り扱ってくださ 
し、。また、 PCI ポードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり 、 PCI 
ポードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は155ページで詳しく説明しています。 


• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項があります。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


• Low - profile (ロープ□ファイル)タイプと Full - height (フルハイト)タイプの PCI ポード 
で接続できるライザーカードが異なります。ポードの仕様を確認してから取り付けてく 
ださい。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに添 
f ^ l 付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうがを確認してください。設定 
は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使います。詳しくは、189ページを参照 
してください。 



3C 

2C 

1C 



3B 

2B 

1B 


ライザーカード 
















































































































注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を確 
認してから取り付けてください。 

• N 8103 -80 ディスクアレイコントローラを取り付けたス□ットより下のス□ットにボー 
ドを取り付けている場合は、ディスクアレイコント□ーラボード上の LED コネクタとマ 
ザーボード上の DAC LED コネクタを本装置に添付の LED 中継ケーブルで接続することは 
できません(ディスクアレイコントローラに接続されたハードディスクドライブのアクセ 
ス状態を本体前面のディスクアクセスランプに表示させることができません)。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

- □ ープ□ファイルタイプのライザーカードからフルハイトタイプのライザーカード 
の順 

-スロット番号の小さい順 

したがって、次のスロット番号の順にサーチします。 


1 C ^2 C ^3 C ^1 B —2 B —3 B 


• 〇 S やディスクアレイ BIOS ユーティリティな どで 同種の PCI デバイス （オン ボードの PCI デ 
バイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス番 
号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのスロット位置を確認してくださ 
い0 


PCI デバイス 

PC ■バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

2 

1 

〇 

オンボード NIC 2 

2 

1 

1 

スロット 1 C 

2 

2 

X 

オンボード SCSI Ch . A (外部/内部用) 

2 

3 

〇 

オンボード SCSI Ch . B (内部用） 

2 

3 

1 

スロット 2 C 

2 

5 

X 

スロット 3 C 

2 

6 

X 

スロット 1 B 

3* 

7 

X 

スロット 2 B 

3* 

8 

X 

スロット 3 B 

3* 

9 

X 


* スロット1 C 、 2 C 、3 C に取り付けられたボードによって、バス番号が4以上になる場合があり 
ます。 
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• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• スロット 3 C 、3 B に LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜 
くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているのため、マイナスドライバな 
どを使用してツメを押して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN 
ポートやその他のポートを破損しないよラ十分に注意してください。 

• 起動可能な PCI 力ード(ディスクアレイコント□—ラや LAN ボードなど)を増設すると、起 
動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアップユーティリティ 
の 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 サブメニューで設定し直してください。 


サボートしているポードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。 


型名 

製品名 


ス□ット 
バス (A) 

ス□ット 
バス (B) 

備考 

PCI-X 

#1C 

PCI-X 

#2C 

PCI-X 

#3C 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCI-X 

#3B 

PCI ス□ット性能 

64bit 

66MHz 

64bit 

100 MHz* 1 

ス□ットサイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

PCI ポードタイプ 

3.3V 

搭載可能なボード 
サイズ 

□ ング / シヨート 

N 8103 -80 

ディスクアレイ 
コント ローラ （Ich) 
(64bit/66MHz PCI) 

〇 *2 

〇 *2 

〇* 2 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 

増設バッテリ「N8103- 

79」は増設可能 

N8 104- 103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大1枚まで 

N 8104 -112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

0 

〇 

- 

- 

- 

N8191-07 

ICMB コネクタ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

^同ーバス内に3枚以上ボードを増設した場合、動作は最大 66 MHz となります。 

* 2 1_〇\^「〇抑6(1〇〜3〇に问81〇3-80を増設した場合、他オプションボード( N 819 1-07 除く)の増設不 
可 0 LowProfile には N 81〇3-8〇は最大1枚まで 0 

※異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※製品名の括弧内に記載されたカード性能とは、カード自身が持つ最高動作性能であり、実際は本体 
の PCI ス□ット性能で動作します。 

※実装可能なボードのサイズ 

Full - height の場合：奥行き173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（ロングサイズ） 
Low-profile の場合：1 19.9 mm まで ( MD 1) 、167.6 mm まで （ MD 2) 

※標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同士)で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 




























取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 


n — 〇 • それぞれのライザーカードがサポートするポードタイプ(ロープ□ファイルかフル八イ 
トタイプ)と取り付ける pci ポードのタイプを確認してください。 

• pci ボードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合つていることを確認してください。 

1. 156ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックから引き出す （168 ページ参照)。 

3. ロジックカノ を取り外す （ 170ページ参照)。 



5. 前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 

6. 取り付け位置の PCI ス□ッ トカバーのネジを外す。 
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7. 増設カバーを取り外す。 




I チェック I 

取り外した増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. くフルハイト • フルレングスタイプのみ> 

フルハイト • フルレングスタイプの PCI 
ボードを取り付ける場合は、 PCI ボード 
のリテーナを外す。 
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9. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 


ライザーカードのスロット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて確実に差し込みます。 
PCI ボードプラケットの PCI ボードブラケットの 




• ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。汚れや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直して 
ください。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損するおそれがあ 
ります。 

• PCI ボードプラケットの切り欠き部分がエンボスによって位置が決められていることを確認 
してください(他のボードのブラケットや増設スロットカバーも含む)。 

• PCI ボードプラケットの先端がライザーカードの固定ス□ットに差し込まれていることを確 
認してください。 

• フルハイトの PCI ボードの場合、 PCI ボードプラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードのロッキングタブで固定されていることを確認してください。 

10. PCI ボードをネジで固定する。 



□ープロファイルタイプ 
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11 . 


ライザー カー ドをマ ザーボー ドのスロッ 
卜に接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボー 
ド上のスロット部分を合わせて、確実に 
差し込みます。 


フックさせる。 



12. 差し込んだ後、指で押して確実に接続さ 
せる 



13. 取り外した部品を取り付ける 

14. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは198ページをご覧ください。 

15. DianaScope を使って管理 PC から取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーション 
ユーティリティを起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに添 
付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコントローラや SCSI コント□—ラ、 LAN ボードなど)を増設した場合、起動優先順位がデ 
フォルトに変更されることがあります。 BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューを 
設定し直してください (2 12ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください （2 12ページ参 

照）〇 












ディスクアレイコント□ーラポード 

「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、本装置内蔵のハードディスクドライブやオプションのディスク 
増設ユニットに搭載したハードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。 

vi-O 參ディスクアレイコント□ーラポードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フ 
6^ レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラポー 

ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□ーラポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコントローラポードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は155ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RA 旧を変更する場合は、八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上の八ードディスクドライブが必要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとに同じ容量 • 性能 
(ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 

• 本装置で設定できる RA 旧レベルは 「 RA 旧5」のみです。 RA 旧5を構築するためには最 
低3台の八ードディスクドライブが必要です。 

• ManagementConsole でシステム管理者宛メールの転送設定をしている場合、サブ 
ジェクトが 「 MegaMonitor 」 のメールが届く場合があります。これは、システム起動時 
にディスクアレイコント□ーラ配下の八ードディスクの状態のチェック結果を通知する 
ものです。メールの転送設定については、4章を参照してください。 


ゾ ディスクアレイコントローラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュー 
|チェック| の 「PCI Configuration 」一 「PCI Slot xx ROM(xx は PCI スロット番号)」のパラメータが 
「 Enabled 」 になっていることを確認してください。 

RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレ 
イを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなり 
ます。 
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取り付け 

ディスクアレイコントローラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 


H -〇 • Low-profile (ロープ□ファイル)タイプと Full-height (フル八イト)タイプの PCI ポード 
で接続できるライザーカードが異なります。ポードの仕様を確認してから取り付けてく 
ださい。 

• N 81 03-80 ディスクアレイコント□ーラポードを取り付けたスロットより下のス 

ロットにポードを取り付けている場合は、ディスクアレイコント□ーラボード上の LED 
コネクタをマザーポード上の DAC LED コネクタに接続することはできません（ディス 
クアレイコント□ーラに接続されたハードディスクドライブのアクセス状態を本体前面 
のディスクアクセスランプに表示させることができません）。 

• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵の 
ハードディスクドライブをディスクアレイに変える場合は、ライザーカードをマザー 
ポードに接続する前にケーブルを接続します。 

• ディスクアレイコントローラを接続される場合、巳 I 0 S の SETUP Menu の巳 00 1— 
Hard Disk Device における優先順位を8番目以内に設定してください。設定が9番目 
以降となつている場合、ディスクアレイコント□ーラのコンフィグレーションメニュー 
を起動することができません。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


ディスクアレイ構成のためのケーブル接続 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置で、内蔵のハードディスクドライブ 
をディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブル変更や LED ケーブルの 
接続を切り替えないといけません。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SCSI コネク 
夕に接続されています。 







標準構成時 


背面側 


前面側 


マザーボード 



fj ハード 
デイスク 
ドライブ 
S SCSI ID 3-5 


； ハードトト 

ディスク • ! 
ドライプ !' 
^ SCSI ID 0-2 !! 


SCSI バックプレーン 


N81 03-80 ディスクアレイコントローラ接続構成時 


背面側 


前面側 



内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイ構成にする場合は、標準構成で使用していた SCSI ケー 
プルをマザーボード上の SCSI コネクタから外し、ディスクアレイコント□—ラボードのコネクタに接 
続してください。 
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• SCSI ケーブルの接続 


内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の 
SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□ーラボードのコネクタに接 
続してください。 


n -〇 • フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵の 
ハードディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、ライザーカードをマ 
ザーポードに接続する前にケーブルを接続します。 

• ディスクアレイコント□ーラボードによっては複数のチャネル（コネクタ）を持っている 
ものもあります。また、コネクタは内部接続用と外付け用が用意されている場合もあり 
ますが、ポードの内部接続上、排他的な仕様になっていることがあります。内部と外付 
けでの接続が異なるコネクタ（チャネル)であることを確認してください。コネクタと 
チャネルについては、ポードに添付の説明書を参照してください。 

• LED 中継ケーブルの接続 

ディスクアレイを構築した際、内蔵のハードディスクドライブのアクセス状態などを表 
示させるために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用します。 

1. 本装置に内蔵の LED 中継ケーブルの黒色のコネクタをディスクアレイコント□ーラにある LED 
Active ピンに接続する。 

赤色のケープルが出ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の黒色のケープ 
ルが出ている端子には何も接続しないでください。 

2. LED 中継ケープルの茶色のコネクタがマザーボード上の HDD LED コネクタに接続されていること 
を確認する。 

外れている場合は、赤色のケーブルが出ている端子が装置の前面側になるように接続してくださ 
し、(下図を参照)。 

I n -0 N 8 103-80 ディスクアレイコントローラの場合は、取り付けたスロットの下にポードが 
取り付けられているときはケーブルの接続はできません。ケーブルコネクタが下に取り付け 
られたポードに接続するためです。 


前面側 



マザーボード 







































































[ N 8 103-80] 



• 内蔵八ードディスクドライブのディスクアレイ構築 

ディスクアレイを構築するときは、次の点について注意してください。 

-同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプのハードディスクドライブを3台以上搭載し 
ていること。 

-ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAID 5」 を選択 • 設定すること。 

ディスクアレイ構築には EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M の「ディスクアレイコンフィ 
グレーシヨン」を使用します。 

11-0 • ディスクアレイを構築する場合は、ハードディスクが3台以上必要です。 

• 本装置に取り付けることができるディスクアレイコント□ーラは N 8103 -80 で 
す0 


くオプションの Helix Universal Server/Helix Proxy (以降 Helix ) を使用する場合〉 


以下の構成になるように設定してください。 


<論理ドライブ数> 2台 


<論理ドライプ容量> 


1台目 ： 72 GB 以上 

2台目 （ Helix 用）： 18 MB 程度 （ Helix インストール用）十コンテンツ用 


<RAID レペル > RAID 5 


< Helix を使用しない場合> 

接続しているすべてのハードディスクドライプで1台の論理ドライプを作成します。 RAID レベル 
は RAID 5 に設定してください。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M の使用方法については、5章を参照してください。 
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冗長フアン 


本装置の増設用ファンス□ットにオプションのファンを追加することにより、冷却ファンの 
冗長化をすることができます。 


取り付け 


1. 156ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （168 ページ参照)。 

3. ドライプカノ を取り外す （ 169ページ参照)。 

4. 増設用ファンの取り付け位置を確認する。 


増設用ファンス□ツト 


前面側 



5. ファンのラベル面を装置の背面側に向け 
て、まっすぐに増設用ファンスロットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」といラ音がし 
てロックされます。 































































































6. マザーボード上の J -11 ジャンパピンを変更する。 


下図を参照して変更してください 



|その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となります。 

7. EXPRESSBUILDER ( SE ) を DVD - R 〇 M ドライブ、にセツトして、 EXPRESSBUILDER から起重力し 
た後、ツールメニューの「リモートマネ _ ジメントカードの初期設定」を選択してファ _ ムウエア 
をアップロードする。 

詳しくは5章を参照してください。 
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取り外し 


冷却ファンを取り外す(交換する）ときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備 
をした後、以下の手順に従って行ってください。 


11-0 増設用ファンス□ツトからファンをすべて取り外した場合は、「取り付け」の手順6を参照し 
てジャンパピンの設定を標準時の状態に戻してください。 

1. EXPRESSBUILDER ( SE ) を DVD - R 〇 M ドライプにセツトして、 EXPRESSBUILDER から起動し 
た後、ツ _ ルメニュ _ の「リモ _ トマネージメントカードの初期設定」を選択してファームウエア 
をアップロードする。 

詳しくは5章を参照してください。 


2. 取り外す(交換する）ファンを確認する。 



4. ファンを交換する場合は「取り付け」の手順5を参照して取り付ける。 





システム BIOS コンフイグレ■シヨン ( SETUP ) 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリティは本体内 
のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーテイリテイなどがなくても実行で 
きます。 


SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんどの場合におい 
て SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要に応じて使用してくださ 
い。 



• SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）が行ってください。 

春 SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更ができます。 「 Administrator 」 
のパスワードが設定されている場合、 RJser 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変 
更できる項目が限られます。 


• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 


• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 


• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してくだ 
さい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合には SETUP の設 
定が正しく更新されないことがあります。 



起動は DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP 

ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:[ 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を〇 FR こしてください。 

■ I ： パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
- す。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup L 



現在表示しているメニューを示す 


設定項目 


► System Nanaaement 


Item Specific Help 

► Console Redirection 



► Event Log Conriguration 


Additional setup menus 
to view server 

Assert NMI on PERR : 

[Enabled] 

management features- 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


/ Boot Monitoring 

[5 miVjtes] 


Boot Monitoring Policy 

[Retry\times] 


Thermal Sensor 

CEnableoS 


Post Error Pause : 

[EnabLed]\ 


AC-LINK : 

[Last Stated 


Power ON Delay Time(Sec) 

[0] \ 


Platform Event Filtering 





F1 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


々 ge Values 

► Sub-Menu 


F9 

F10 


Setup Defaults 
Save and Exit 


キーの機能説明 * 自動的にコンフイグレーシヨンされたものや検出されたもの、 

情報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されてい 
ない項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー（丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

n カーソルキー(―、 —） 

Main や Advanced ' Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一〉キー/<十> キー 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー(項目の前に「」がついて 
いるもの）を選択している場合、このキーは無効です。 
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□ <Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 
n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く F9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

n <fio> キー 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 


設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付 • 時刻関連 


「 Main」—「System Time」、rSystem Date 」 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

r/\dva 门 ced」—「Advanced Chipset Gontrol」—「Wake On Lan/PME 」 — 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
rServerJ^rAC-LINKJ^rPower OnJ 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を〇 FF 
のままにする 

rServerJ^rAC-LINKJ^rLast State」 

- UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stays Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic screen」 一 「Enabled」 
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リモートウェイクアツプ機能を利用する 


モテムから： 


LAN から： 


PCI デバイスから： 


RTC のアラームから 


「Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 
一 「Wake on Ring」 一 「Enabled」 
r/\dvanced」^r/\dva 门 ced Chipset Gontrol」 
—「Wake on LAN/PMEJ—rEnaloled」 
r/\dva 门 ced」—「Advanced Chipset ControlJ 
-rWake on LAN/PME」—「Enabled」 
r/\dvanced」—「Advanced Chipset ControlJ 
—「Wake on RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」— それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「DIMM Group #n Status」— 表示を確認する 

(门:1〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラに対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory RetestJ^「Yes」— 再起動するとクリ 
アされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよラに 
対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」—「Processor Settings」—「Processor Retest」—「Yes」— 再起動するとクリアさ 
れる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

f Advanced」—「Numlock」— 「 AutoJ(default)/f On」 (有効)/「 Off」 (無効) 


ィベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log ConfiguratiorU—rClearAII Event Logs」 一 「Press Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


B 旧 S レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード (Supervisor） 、 ユーザーパスワード （User) の順に設定します。 

セキュアモードを設定する 

「Security」—「Set User Password」— パスワードを入力する 
「Security」—「Secure Mode Boot」—「Enabled」 それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれのI〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

オプシヨンの PCI ポードの ROM を展開させる 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enaloled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

fAdvancedJ^fReset Configuration Data」—「Yes」— 再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 


変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 またIま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 


バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 


Item Specific Help 


System Date : 

[08/01/2004] 


Legacy Diskette A : 

[1-44/1.25 MB 3 % "] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field- 

Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 


► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 


► Processor Settings 



Language : 

[English (US)] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit / Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

36 〇 kb 5V4" 

1.2MB 5 V 4 " 

72 〇 kb 3V 2 " 

[1.44/1.25MB 3 V 2 n ] 
2.88MB 3V 2 " 

フ□ッピーディスクドライブ A (標準装 
備）の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセス 
する時に設定された時間だけ待ち合わせ 
を行います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial AT A Channel 0 

Master 

Serial AT A Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルに接続されているデ 
バイスの情報をサブメニューで表示しま 
す。 

一部設定を変更できる項目があります 
が、出荷時の設定のままにしておいてく 
ださい。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定を 
する画面を表示します。 

Language 

[English(US)] 

Itaiiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択します。 
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巳 IOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認してください。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件(温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜80%)から外れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求する 
ようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用するこ 
とをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 




Processor Settings サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 



Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest : 

咖 ] 

Select 'Yes' , BIOS will 
clear historical 

Processor 

Speed : 

3.20 GHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 

1 CPUID : 

0F34 

on next boot- 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID : 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache : 

1024 KB 


Hyper-Threading Technology : 

[Enabled] 


Execute Disable Bit : 

[Disabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプロセッサに対して 
テストを行います。このオプションは次 
回起動後に自動的に「N0」に切り替わり 
ます。 

Processor Speed 

— 

搭載しているプロセッサのクロック速度 
を表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示しま 
す。 「Disabled」 はプロセッサの故障、 
「Not Installed」 は取り付けられていな 
いことを示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

— 

プロセッサ1のキャッシュサイズを表示し 
ます（表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セッサ2の ID を示しま 
す。 「Disabled」 はプロセッサの故障、 
「Not Installed」 は取り付けられていな 
いことを示します（表示のみ）。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プロセッサ2のキャッシュサイズを表示し 
ます（表示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

フ□セツサの Hyper-Threading 
Technology の有効/無効を設定します。 

Execute Disable Bit 

[Disabled] 

Enabled 

Execute Disabled Bit をサボートしてい 
る CPU のみ表示されます。 
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Advanced 


力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices- 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


SATA RAID Enable : 

[Disabled] 



FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit き讀 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると、 POST の内容 
を画面に表示します。 「Disabled」 に設 
定すると NEC ロゴで POST の表示を隠し 
ます。 

Console Redirection 中は 「Disabled」 に 
設定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶してい 
るシステム情報)をクリアするときは 
「Yes」 に設定します。装置の起動後にこ 
のパラメータは「1\1〇」に切り替わりま 
す。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を 
設定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

P 〇 ST でメモリまたはプロセッサに異常 
を検出した際の POST 終了後の動作を選 
択します。 「Boot」 でオペレーティング 
システムをそのまま起動します。 

「Halt」 で動作を停止します。 

SATA RAID Enable 

[Disabled] 

Enabled 

シリアル ATA コントローラの HostRAID 
を利用したハードディスクドライプ 
の RAID 構築の有効/無効を設定します。 

本装置では使用しません。変更しなし''で 
ください。 


[]： 出荷時の設定 

H -〇 Reset Configuration Data を 「Yes」 に設定すると、ブートデバイスの情報もクリアされ 
ます。 Reset Config Data を 「Yes」 に設定する前に、必ず設定されているブートデバイ 
スの順番を記録し、 Exit Saving Changes で再起動後、巳 IOS セットアップメニューを起 
動して、ブートデバイスの順番を設定し直してください。 


















Memory Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Memory 0〇咕911「31:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory : 624 KB 

Extended Memory : 3668488 KB 

DIMM Group #1 Status : Normal 

DIMM Group #2 Status : Normal 

DIMM Group #3 Status : Normal 

DIMM Group #4 Status : Normal 

Memory Retest : [^] 

Extended RAM Step : [Disabled] 

Online Spare Memory : [Disabled] 

Determines which type 
of tests will be 
performed on 
extended memory 
(above 1M) - 


FI Help t U Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group # 1 - #4 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 
「 Normal 」 はメモリが正常であることを 
示します。 「 Disabled 」 は故障している 
ことを 、 「Not Installed 」 はメモリが取 
り付けられていないことを示します（表 
示のみ）。 

Group #1は DIMM ソケットの#1、#2 
を 、 Group #2は3、#4、 Group #3 
は#5、#6、 Gmup #4 は#?、#8に搭載さ 
れている DIMM の状態を表します（本装置 
に搭載される DIMM はインターリープタイ 
プのため2枚で1組として構成されていま 
す） 

Memory Retest 

Yes 

[ No ] 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起 
動時にすべての DIMM に対してテストを行 
います。このオプションは次回起動後に 
自動的に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

「1 MB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行 
います。 T 1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテス 
卜を行います 。 「Every Location 」 はす 
ベてにメモリテストを行います。メモリ 
テスト中はく Space 〉 キーのみ有効とな 
りく F 2>、< F 4>、 く F 12>、< Esc > キーは 
無視されます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効 
を設定します。本装置では使用しません 
ので 「 Disabled 」 にしておいてくださ 
い。 
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PCI Configuration サブメニュー 


► Embedded SCSI 

► Embedded NIC(DueL Gbit) 

► Embedded Video Controller 

PCI Slot IB Option ROM : 
PCI Slot 2B Option ROM : 
PCI Slot 3B Option ROM : 
PCI Slot 1C Option ROM : 
PCI Slot 2C Option ROM : 
PCI Slot 3C Option ROM : 


PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 

PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot IB 〜 3 B Option 

ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

フルハイトタイプのライザーカードに接 
続している PCI ボード上のオプシヨ 
ン ROM の展開を有効にするか無効にする 
かを設定します。 

PCI Slot 1 C 〜 3 C Option 

ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

□—プ□ファイルタイプのライザーカー 
ドに接続している PCI ボード上のオプシヨ 
ン R 〇 M の展開を有効にするか無効にする 
かを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


H-0 ネットワークブートをさせない LAN ポードのオプション ROM は 「Disabled」 に設定してく 
ださい。取り付けたディスクアレイコント□ーラポードに OS がインスI-ールされている 
ハードディスクドライブを接続する際にはそのス□ットを 「Enabled」 に設定してくださし、。 


• Embedded SCS けブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

オンボード上の SCSI コントローラの有 


[ Enabled ] 

効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の SCSI コントローラの BIOS 


Disabled 

の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Additional setup 
menus to configure 
embedded SCSI 
controller. 
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• Embedded NIC(Duel Gbit ) サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コントローラの BIOS 


Disabled 

の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


• Embedded Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコントローラの有 
効/無効を設定します。 
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Peripheral Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Peripheral 0〇加9111^:1〇门」を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

I n -〇 割り込みベース I/O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他の 
u ソースで使用されている場合は黄色の r * 」が表示されます。黄色の r * 」が表示されてい 
る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

Auto 

す。 

Serial Port A 

[3 F 8] 

シリアルポート A のためのペース l /〇アド 

Base I/O address 

2 F 8 

レスを設定します。 


3 E 8 



2 E 8 


Serial Port A 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設定 

Interrupt 

[IRQ 4] 

します。 

Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート B の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

Auto 

す。 

Serial Port B 

3 F 8 

シリアルポート B のためのペース l /〇アド 

Base I/O address 

[2 F 8] 

レスを設定します。 


3 E 8 



2 E 8 


Serial Port B 

[IRQ 3] 

シリアルポート B のための割り込みを設定 

Interrupt 

IRQ 4 

します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect ] 

マウスの有効/無効を設定します。 

USB Host Controller 

Disabled 

USB コントローラの有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB を正式にサボートしていない〇 ST 
も USB キーボードやマウスが使用できる 
ようにするがどうかを設定します。 
「Disabled」 に設定した場合 
は、 POST、SETUP で USB キーボードは 
使用できますが、〇 S 起動後は 0S によつ 
ては使用できません。 

Parallel ATA 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[Both] 

パラレノレ AT A の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled] 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset 〇3门1:「〇1」を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer [ 的 ] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer 

support- 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

マルチメディアに対応するためのタイマ 


Yes 

一の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

標準装備のネットワークまたはフル八イ 


[ Enabled ] 

卜 PCI ライザ_力_ドに接続された PCI デ 
バイス (PCI Power Management 

Enabled するインベント)によるリモート 
パワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

シリアルポート（モデム）を介したリモ 


Enabled 

一トパワーオン機能の有効/無効を設定し 
ます。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 


Enabled 

使ったリモートパワーオン機能の有効/無 
効を設定します。 
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Security 

力ーソルを「 Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security ■ 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

Password on boot : 

[Disabled] 

setup utinty- 

Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Secure Mode Timer 

[Disabled] 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

C し ] 


Secure Mode Boot 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit 

[Disabled] 



FI Help f Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押す 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

H -〇 • 「User Password 」 は 、 「Administrator Password 」 を設定していないと設定でき 
p 奉 q ません。 

• OS のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているか 
どうかを示します（表示のみ）。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されて 
いるがどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面になります。このパスワード 
では SETUP メニューのアクセスに制限が 
あります。この設定は、 SETUP を起動し 
たときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 で□グインしたときのみ 
設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面になります。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアク 
セスできます。この設定は、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor で□グインしたときのみ設 
定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザの 
パスワードを設定する必要があります。 

もし、スーパーバイザのパスワードが設 
定されていて、このオプションが無効の 
場合は BIOS はユーザーが起動していると 
判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライプに対する書き 
込みを防ぎます。本装置では IDE 八ードデ 
ィスクドライプをサポートしていませ 
ん〇 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 

5 min 

10 min 

20 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスからの入力が途絶え 
てがらセキュアモードに入るまでの時間 
を設定します。 「 Disabled 」 の時はセキ 
ュアモードになりません。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定し 
ます。 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しなが 
ら設定したキーを押すと Secure Mode が 
起動します。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起 
動させるかどうがを設定します。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切 
るがどうが設定できます。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードの間、フロッピーディス 
クドライブにセットしたフ□ッピーディ 
スクへの書き込みを許可するか禁止する 
がを設定します。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

P 〇 WER スイッチの機能を有効にするか無 
効にするがを設定します。 
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Server 

カーソルを「 ServerJ の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 



to view server 

Assert NMI on PERR : 

[Enabled] 

management features- 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring 

[5 minutes] 


Boot Monitoring Policy 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor 

CEnabLedU 


Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power ON Delay Time(Sec) 

: 0 ： 


Platform Event Filtering 

[Disabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


t 1 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values F9 Setup Defaults 

Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」、「Event Log Configuration」 は選択後、く Enter〉 キーを押してサ 
ブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサボートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

FRB レベル2のタイマに関する設定をしま 
す。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/ 
無効を設定します。 [Disabled] 以外を選択 
すると、タイマが有効になります。 

なお、この機能を使用する場合は、 
ESMPRO/ServerAgent をインストール 
してください。 

ESMPRO/ServerAgent をインストール 
していない〇 S がら起動する場合には、こ 
の機能を無効にしてください。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場 
合の処理を設定します。 

[Retry 3times] に設定すると、タイムアウ 
卜の発生後にシステムをリセットし、 0S 
起動を3回まで試みます。 

[Retry Service Boot] に設定すると、タイ 
ムアウト発生後にシステムをリセット 
し、〇 S 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティシヨン*から起動 
を3回試み、3回とも失敗した場合は起動 
を停止します。 

[Always Reset] に設定すると、タイムア 
ウト発生後に〇 S 起動を常に試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンが 
存在しない場合は、システムパーティ 
シヨンがら 0S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定し 
ます。有効にすると、温度の異常を検出 
した場合に POST の終わりでいったん停 
止します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際 
に、 POST の終わりで POST をいったん停 
止するかどうかを設定します。但しキー 
ボードが接続されていない場合には本設 
定は無効になり、エラーが発生して 
も POST の終わりでいったん停止はしま 
せん。 

AC-LINK 

Stays Off 
[Last State] 

Power On 

AC- リンク機能を設定します。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設定します（次の表を参照）。無 
停電電源装置 (UPS) を利用し自動運転を 
行う場合は 「AC LINK」 の設定を 
「Power 〇 n」 にしてください。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[〇]〜 255 

起動システムのサーチ時間を設定しま 
す。タイムアウトになるとシステムは再 
起動します。 

Platform Event Filtering 

[Disabled] 

Enabled 

リ モー ト マネー ジメント カー ド (RMC) の 
通報機能が設定されている場合は、意味 
を持ちません。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も〇 ff のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


11-0 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定を 「Power On 」 
にしてください。 
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System Management サブメニュー 


Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server ■ 


System Mana 

igement 

Item Specific Help 

BIOS Version 

1N35 

Intelligent Platform 
Management Interface - 

IPMI Specification Version 

2.0 

A delay may be noticed 

BMC Device ID 

22 

when selecting IPMI, 

BMC Device Version 

01 

this is do to the 

BMC Firmware Version 

Op ,28 

retrieval of sensor 

PIA Version 

01,10 

data. 

SDR Revision 

00,10 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示します（表示の 

み ） 〇 

IPMI Specificaiton Version 

— 

IPMI 仕様のバージョンを表示します（表 
示のみ）。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します（表示の 

み ） 〇 

BMC Device Version 

— 

BMC のバージョンを表示します（表示の 

み ） 〇 

BMC Firmware Version 

— 

BMC のファームウェアバージョンを表示 
します（表示のみ）。 

PIA Version 


プラットフォームインフォメーションエ 
リアのパージョンを表示します（表示の 

み ） 〇 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表 
示します（表示のみ）。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console 1^<^「6〇1:1〇11」を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

このメニューで設定したシリアルポート 


Serial Port A 

から DianaScope やハイパーターミナルを 


Serial Port B 

使った管理端末からのダイレクト接続を 
有効にするか無効にするかを設定しま 
す。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

〇 S 動作中に ACPI コンソールを接続する 


Serial Port A 

Serial Port B 

シリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

接続するハードウエアコンソールとのイ 


[19.2K] 

ンタフエースに使用するボーレートを設 


38.4K 

57.6K 

115.2 K 

定し汞 T。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Console Type 

[PC ANSI] 

ハードウエアコンソールタイプを選択し 


VT 100+ 

VT-UTF8 

ます。 


]： 出荷時の設定 


















Event Log Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server ■ 


Event Log Corvnguration 

Item Specific Help 

Clear all Event Logs : 

The system event Log 
will be cleared if 
selecting "Yes". 


FI Help f \ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示さ 
れ、 「Yes」 を選ぶと保存されているエラ 
ーログを初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示さ 
せてから設定します。 



Removable Devices サブメニュー 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中から起動させるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


<! >キー/<丨 >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説明 

システムに接続されているデバイスを 
リストアップします 

リストから1つを選択します。リストには、 1.44MB タイプ 
か1 20MB タイプのフロッピーディスクドライプが表示されま 
す。 


Hard Drive サブメニュー 

システムに接続されているハードディスクドライブの中から起動させるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


< t >キー/< I >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説明 

システムに接続されているデバイスを 
リストアップします 

リストがら1つを選択します。リストには ATAPI CD-ROM ド 
ライプが表示されます。 
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Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されま 
す。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 



モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す必要があります。 
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Discard Changes 


CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しま 
す0 





SCSI BIOS コンフイグレーシヨン (SCSISe/ect) 

「 SCSISe / ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コントローラに対して各種設定を行うためのユー 
ティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起 
動することができます。 


11-0 本装置には、最新のノ(ージョンの SCSISelect ユーティリティがインス I -ールされていま 
す。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。本書と異なる設 
定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくだ 
さい0 


SCSISe / ect ユーテイリテイの用途 


SCSISe / ect ユーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器の転送速度の設定を行う場合 
(ハードディスクドライブを除く）に起動し、各種設定をします。 


n -〇 scsi の コン フイ グレー ションは scsi コン ト□ーラ単位に個別にユーテイリテイを起動し 
て設定しなければなりません。本装置内には scsi コン ト □ー ラが 1 つ搭載されています。 
オプションの SCSI コン トローラポードを増設した場合は、本装置内蔵の SCSI コン ト □一 
ラに加え、増設した枚数分の SCSI コン ト □ー ラの設定が必要です。また、設定を変更する 
ために使用するユーテイリテイも異なる場合があります。 


起動と終了 


SCSISe / ect ユーティリティの起動から終了までの方法を次に示します。起動と操作は 
DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

1. 本装置の電源を〇 N にする 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 

搭載している SCSI コント□ーラの数だけ表示されます。 

Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. ALL Rights Reserved. 

4 4 4 Press <Ct r L> <A> for SCSISe Lect(TM) Utility! ► ► ► 

2 . <Ctrl> キーを押しながら <A> キーを押す。 

SCS \ SelectJ ~— ティ リティが起動し、 「Main」 メニューを表示します。 
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3. 力ーソルを使って 「Bus:Device」 ボックス内のチヤネルを選択してく Enter> キーを押す。 


AIC- 7902 A at Slot 23 02:03:00 
AIC-7902 B at Slot 23 02:03:01 


マザーボードの SCSI コントローラにはチャネルが 2 つあります。 

チャネル A (◦と 03:00) は Ultra 32 〇 SCSI コネクタ （5.25 インチデバイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コ 
ネクタ用）を、チャネル B (02: 〇 3^1) は Ultra 32 〇 SCSI コネクタ（未使用）を表示します。 

選択すると、「〇 ptions 」 メニューを表示します。 


4. オプションのメニューを選択して < Enter > キーを押す。 



アダプタ（選択したチャネル)やチャネルに接続されている SCSI デバイスに対して設定したいとき 
は、 rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチャネルに接続されたハードディスクドライプのフォーマッ ト やべリファイ、および 
チャネルに接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilites 」 を選択し 
ます。 

詳しい内容については以降の説明を参照してください。 

SCSISelect を終了するには、終了メッセージが表示されるまでく Esc> キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を確認するメッセージが表示されま 
す。保存する (Yes) か、破棄する (No) を選択してください)。 











RAID 


Controller ID . 

Controller Parity ■ ■ ■ ■ 
Controller Termination 


Bus Interface Definitions 


SCSI 

SCSI 

SCSI 

SCSI 


on 

on 


7 

Enabled 

Enabled 


Configuration 


<F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 


設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「Configure/View SCSI 
Controller Settings」 を選択すると画面が表示されます。 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してく 
ださい。 


SCSI Bus Interface Definitions 

キーボードのカーソル (< 丨>キー/< t >キー)を使って項目を選択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜 [7] 〜 15 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


]： 出荷時の設定 


BIOS Information 


Internupt(IRGO Channel. 1 〇 

I/O Port Addresses. 2400 h, 2000 h 


Configure/View SCSI Controller Settings 


o f f u 

i n n 9 

t o o i 

p c c f 


L c c c 

a i i 

n vv d 

o e e e 


d o svs 

d o c d o 

A B s A H 


t t t 
nnnd 


< < < L 
s s s b 
s s s a 
e e e s 
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Additional Options 

キーボードの力ーソル (< 丨 > キー/< t >キー)を使って項目を選択します。 


Boot Device Conngurations 

「Boot Device Configurations」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表示 
に変わります。 



SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表示 
に変わります。 


S C S ：| 

Device 

Conf i 

gura t 

ion = 





SCSI Device ID 

#0 

#i 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Pa c ke tized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support ■ ■ 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Inc l ude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Pa c ketized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command .... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Inc l ude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


w-O 設定は各 SCSI 旧ごとに行えます。ターゲットとなる装置の SCSI 旧を確認してから設定 
を変更してください。 

■ I ： 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は「〇 ptions 」 メニューで 「SCSI Disk 

Utilities 」 を選択してください。しばらくすると、 SCSND と対応するデバイスの画面が表示 
- されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk Utilities 」 を参照してください。 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 




















































項目 


パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「32〇」に設定してください。こ 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

の値は接続するオプシヨンによつて変更 


80.0 

10.0 

が必要な場合があります。詳しくはオプ 


66.6 

40.0 

ASYN 

シヨンに添付の説明書を参照してくださ 
い。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデータ転送（デュアルト 
ランジシヨン ( DT )) 機能を使用し、バス 
の稼働率を最適化するがどうがを選択し 
ます。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI バスの稼働率を向上する Quick 
Arbitration and Selection ® AS ) 機能を使 
用するかどラかを選択します。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 機器が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してくださ 
い。対応していないときは、 「 No 」 に設 
定してください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


ハードディスクドライプに対して使用す 
る場合は 「 Yes 」 に設定してください。そ 
れ以外の場合は、 「 No 」 に設定してくだ 
さい。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Configuration 

「Advanced Configuration」 に力ーソルを合わせて <Ente「> キーを押すと次のような表示に 
変わります。 



メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 1 C 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Initialization 

Disabled 


Display < CtrlxA > 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Message During BIOS 
Initialization 

Disabled 


Extended Int 13 Translation 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

for DOS Drives > 1 GByte 

Disabled 


Post Display Mode 

[ Verbose ] 

特に必要がない限り変更しないでくださ 


Silent 

Diagnostic 

い。 

SCSI Conrtoller Int 13 

[ Enabled ] 

SCSI BIOS の有効/無効を設定します。次 

Support 

Disabled : NOT Scan 

の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定してく 


Disabled : scan bus 

ださい。 

參 SCSI コントローラ配下に接続された 
ハー ドディスクドライブ以外のコント 
口ーラ配下に接続したハードディスク 
ドライプから〇 S を起動する場合（八一 
ドディスクドライプが接続されていな 
い場合は問題ありません）。 

參拡張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
J \- ドディスクドライプが接続されて 
いない SCSI コント□ーラの BIOS を 
「 Disabled 」 にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable Disks 

Boot Only 

リムーバブルメディアがコント□ールす 

under Int 13 as Fixed Disks 

All Disks 

るオプシヨンは AIC -79 xx BIOS によりサ 


[ Disabled ] 

ポートします。 

BIOS Support for 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Bootable CD-ROM 

Disabled 



[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスがハードディスクドライブの場合は、ディスクの□一 
レベルフォーマツトやべリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニューで 「SCSI Disk Utilities」 を選択 
すると次のよラな SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


AIC- 7902 A at s Lot 23, 02:03:00 = 
Scanning SCSI ID: 4: LUN Number :0 


スキャン後、次のよラな SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


I— Select SCSI Disk and press <Enter> 


SCSI 

ID 

#0 

No 

device 

SCSI 

ID 

#1 

No 

device 

SCSI 

ID 

#2 

No 

device 

SCSI 

ID 

#3 

No 

device 

SCSI 

ID 

#4 

No 

device 

SCSI 

ID 

#5 

No 

device 

SCSI 

ID 

#6 

No 

device 

SCSI 

ID 

#7 

Adaptec AIC - 7902 

SCSI 

ID 

#8 

No 

device 

SCSI 

ID 

#9 

No 

device 

SCSI 

ID 

#10 

No 

device 

SCSI 

ID 

#11 

No 

device 

SCSI 

ID 

#12 

No 

device 

SCSI 

ID 

#13 

No 

device 

SCSI 

ID 

#14 

No 

device 

SCSI 

ID 

#15 

No 

device 


この画面でデバイスを選択して <Ente「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスがハードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することが 
できます。 


• Format Disk: 選択したデバイスを口ーレベルでフォーマツトします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較(ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


HostRAID 


HostRAID の機能はこのシステムではサボートしていません。機能を有効にすると正しく動 
作しなくなったり、データを損失するおそれがあります。 
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RAID BIOS コンフイグレーシヨン 


本装置のハードディスクドライブを「ディスクアレイ」に構築し、運用するにはオプションの 
ディスクアレイコント□ーラが必要です。 

ディスクアレイコント□ーラの取り扱いやディスクアレイの構築についてはディスクアレイ 
コント□ーラに添付の説明書に詳しく説明されています。 

ここでは本装置においてのディスクアレイの取り扱いやツールの使用に関する注意事項を記 
載します。注意事項を守って運用してください。 

• 本体に搭載するハードディスクドライブは、すべて同じ回転数、同じ容量のものを使用 
してください。これはディスクアレイを構築しない場合も同じです。 

• 本装置に取り付けることのできるディスクアレイコント□ーラを使用してください。詳 
しくは6章をご覧ください。 

• 複数のチャネルを持つディスクアレイコント□ーラの場合は、起動順位の最も高いチャ 
ネルに接続してください。 

• RAID ドライブの作成は通常 EXPRESSBUILDER(SE) の「ディスクアレイコンフィグレー 
ション」メニューを使用します （5 章参照)。 

このメニューにない機能を使用する場合は、ディスクアレイコントローラの BIOS ユー 
ティリティを使用します。 BIOS ユーティリティの操作方法についてはディスクアレイコ 
ントローラに添付の説明書を参照してください。 

• BIOS ユーティリティの起動 • 操作 • 終了にキーボード • マウス • ディスプレイ装置を接 
続してこれらを使用します。下図を参照して接続してください。なお BIOS ユーティリ 
ティの終了後は本体がら取り外して運用してください。 


キーボード マウス 



■ 
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• 本装置がサボートする RAID レベルは RAID5 のみです。 


• オプションの Helix Universal Server/Helix Proxy (以降 Helix) を使用する場合と使用しな 
い場合で設定が異なります。 

以下の構成になるよラに設定してください。 

<論理ドライブ数> 2台 

<論理ドライブ容量> 1台目 ： 72GB 以上 

2台目 （Helix ) : 18 MB 程度 (Helix インストール用）十コンテンツ用 

<RAD レベル > RAID5 

< Helix を使用しなし'''場合> 

接続しているすべてのハードディスクで1台の論理ドライブを作成します。 
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■ J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照してください。 


■ J セツ 



〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 
< Delete > キーを押してください。リセットを実行します。 

I m^O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいます。 

ハングアップしたとき以外でリセットを彳ラうときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを 4 秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります。 
(電源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約 10 秒ほど待ってから電源を〇 N にしてくださ 

い。） 

I n -〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を on にし直して、 os を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 

POWER スイッチ 
(4 秒以上押す） 



OAO^Oi 

〇 ID 〇 M 〇 t 


□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 




□□□□□□□□□□□ 


□ □□ _-_- 

n 〇 £ 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者が 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 

I 謂一 〇 CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定に戻りま 
す。 

パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフイグレーシヨンジヤンパス 
イッチを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 

I n -0 その他のジャンノ v ° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
VBS す。 



前面側 背面側 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 





A \ 

A ® 
® 暴 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

A \ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

Q 


1. 156ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックがら引き出す （168 ページ参照)。 

3. ロジックカノ \'一を取り外す （ 17◦ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

I w-Oi^ 

|クリップをなくさないよう注意してください。 

5. 本装置を元どおりに組み立てる。 

6 . DianaScope を使って管理 PC と接続できる状態二して、 POWER スイッチを押す。 
以下のメッセージが表示されます。 

ERROR: 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press <F1> to Resumu, Press <F2> to run SETUP 

7. < F 2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

8 . 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択する。 
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9. 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position .」 とし、ラメ ツセージ、が、表示 
されるまで待つ。 

10. システムの電源を〇 FF にする。 

11. DianaScope を使って管理 PC と接続を切断する。 

12. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を〇 N にして BIOS セットアップユーティ 
リティを使って設定し直す。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときなどに参考に 
してください。 


IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フロッピーディスク 

18 

— 

7 

PCI1 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

51 

Adaptec SCSI 
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